
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西村建設株式会社 

（ 所在地 ）湖南市中央三丁目 12 番地 

従業員数 90 人（男性 76 人、女性 14 人） 

業  種 総合建設業・総合建設業の設計施工監督／一

級建築士事務所／宅地建物取引業／不動産賃

貸業／ 給排水設備工事に係る設計施工／全

各号に関連する事業 

女
ひと

と男
ひと

グッドパートナー 

いきいき通信 VOL.11   
 

 

ワークライフバランス実現に取り組む 

西村建設株式会社を取材しました！ 

 

〇個人の能力に応じた登用 

女性の管理職の方もおられ、男女関係なく個人の

能力に応じた登用をしています。特にこの10年で、

男女の昇進は大きく変わってきたそうです。 

最初は女性に管理職になってもらおうとしても、

責任の重さになかなか承諾がもらえませんでした

が、会社が全てバックアップするということで、ひ

とりの女性が就任。５年経過した現在も活躍されて

います。その他にも営業職や住宅設計の仕事でも女

性が活躍しておられます。 

 

〇取材を終えて 

 取材を通じて経営陣・社員みんなが、それぞれの

幸せを考え、お互いにフォローし合い助け合う風土

がしっかりと根付いている企業であることをとて

も感じました。こんな企業が湖南市にもっと増える

といいですね。 

 

〇「くるみん」取得のきっかけ 

社員が安心して定年まで働ける環境づくりをめざ

し、厚生労働省が認定する子育てサポート企業「くる

みん」の取得に取り組まれました。育児休暇の間も一

定の手当が支給されるので、安心して休み、復帰する

ことができます。 

 

〇制度が利用できる環境づくり 

男性も育児休暇を取得されています。現場に出る職

種の社員さんですが、日ごろから制度の周知やフォロ

ーできる職場づくりを進めていたので、同僚の理解も

得やすく、休暇の取得もスムーズにできたそうです。

家族の方にも喜んでもらえて、会社としてもうれしい

と専務の西尾さんはおっしゃいました。 

会社として業界の規制などもあり、難しい部分もあ

るそうですが、一つずつ問題をクリアして前進されて

いるそうです。 

 

〇上司の理解と声かけ 

子どもの就学前までの間勤務時間を短縮して働い

ている大西さんにもお話を聴きました。帰り際などの

気苦労を尋ねると、「上司に声かけをしてもらえるの

で助かります。育休を取った先輩もいるので、周囲の

理解もあります」とのお答えをいただきました。小さ

いお子さんを保育園に送迎をしながらも、しっかりと

働き続けることができるのはすばらしい事ですね。 

   

 

          

■編集   

湖南市男女共同参画リポーター   

青木信二、西村眞喜子、服部照代、 

久田和美、森富裕子 

湖南市工業会・石部政貴、野口周作 

湖南市商工会・植西正也、山元克司 

 
■連絡先  
〒520‐3288 湖南市中央一丁目１番地 
湖南市人権擁護課 
TEL （７１）２３５４  
FAX （７２）２２０１ 
Ｅメール jinken@city.shiga-konan.lg.jp  

湖南市商工会 植西 正也 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リポーター活動をすることで、自分自身や周り

の人の意識は変わりましたか？ 

 

久田：男女共同参画という言葉を身近に感じられる

ようになりました。幼稚園でも話題として上がり

ましたよ。 

野口：私たちものづくりの業界の中でも、女性がど

のように活躍されているのか気になるようにな

りましたね。 

山元：忙しい中でも、従業員が家族と過ごせる時間

を少しでも増やそうと意識が変わりました。集中

して仕事をすることで、残業も減りました。 

植西：家事を分担することは苦痛ではなかったので

すが、周りでその様な事を聞かなかったので、リ

ポーター活動で、それが普通になってきている事

を知り安心しました。 

Q 年代による考え方の違いを感じますか？  

 

森：以前、女性は意見をあまり取り上げてもらえ

ず下働きが中心でした。女性の方が細かく気づ

かっていても、声には出さなかったですね。 

服部：女性は少し控えて男性を立てるというか…

女性が一歩下がって、という行動は“女らしく”

という意味で健在です。“女が生意気な”という

考え方は、若い人よりむしろ年長者の男女共に

根強いものがあるようですね。 

植西：それでも、最近では男女共同参画も、ある

程度理解されてきたのではないでしょうか。 

野口：子どもの頃、家庭科の宿題をしていると「台

所に男性が立つものではない」と父に言われま

した。現在では、家事ができる男性がモテたり

と年代によって、価値観が大きく変わりました

ね。 

石部：幼稚園の入園式は両親で参加している人が

ほとんどです。昔は学校行事などに父親が参加

する事は少なかったと聞きました。 

久田：私は育休も充分に取りましたが、同時期に

育休を取得した 10 歳上の先輩は取り辛かった

のか出産後２ヶ月で復帰されていました。様々

な制度も平等にとれるはずなのですが… 

青木：現代ではいろいろな情報を簡単に収集でき

るようになりましたが、良いことも悪いことも

その人の受け止め方で考えが変わります。私も

「若いときこのようにしていたら今の人生変わ

っていたかも」 

リポーター対談 2016 

 

Q 女性の社会参画（仕事、ボランティア、地域活

動など）についてどう考えますか？ 

 

山元：女性が家庭でされている育児や家事も立派な

社会参画だと思っています。 

青木：私もそう思います。しかし夫が休みのときは、

夫婦で育児や家事を助け合う。夫婦は、相互理解

と感謝の気持ちで成り立つと考えます。 

久田：私自身は、福祉施設で働いていて、女性も多

い職場だったので、産休・育休も充分にとれまし

た。職種によって違いはあるのかしれませんね。 

野口：ある溶接方法では日本一という女性もおられ

ます。女性が活躍する世界ではないと思われる分

野でも、今後は女性の活躍が期待されますね。 

服部：ボランティア活動の参画は女性の方が積極的

だと思います。逆に地域活動、例えば地域の役員

等は男性が多く、男女共に参画を進めるのは（都

市と地方のちがいもあるのかもしれませんが）そ

う簡単なものではないと考えます。 

石部：性別に関係なく社会に出ていってほしいと思 

います。そのためには、女性が社会に出やすい仕

組みが必要ですね。 

西村：組織のリーダーはいろいろな人が参加できる

方法を考えなければいけませんね。 

 

  

と思うときが 

ありますよ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南市工業会 石部 政貴 

  

男女共同参画リポーターに参加して 3 年目になります。最初は何も分からない状態でスタートしました

が、回を重ねるごとに少しずつ分かってきました。 

 普段の生活の中で、男女共同参画に関する記事を読んだり、ニュースを見たりするようになりました。

年末には子どもといっしょにお風呂掃除をしましたが、子どもも私も楽しみながらできたうえに、妻も喜

んでくれてよかったと思います。 

男女平等（ジェンダー・ギャップ）指数も毎年確認しています。2015 年の日本の順位は 145 か国中

101 位です。教育、健康と生存の数値は高いですが、経済活動の参加と機会、政治への関与の数値が低い

です。すぐに結果は出ませんが、一人ひとりの取り組みによって男女平等に近づくはずです。 

 いきいき講座には４回参加しました。男性の介護、男性の子育て、自分らしく輝くためのポイント、パ

ートナーとモノと自分のいい関係、どれも貴重な話を聞かせてもらいました。 

 男女共同参画リポーターとして一人でも多くの方に、いきいき講座に参加してもらいたいと思っていま

す。講座に参加した方がまた参加したいと思ってもらえるように取り組んでいきたいです。 
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私から見た男女共同参画 

男女共同参画リポーターについては、労働者

の観点からの意見・提案も取り入れ、より実態

に応じた取り組みを行うため、平成 25 年度か

ら工業会・商工会にもご協力いただいています。 

今年度も市から両会に会員の派遣を依頼し、

４名の方を派遣いただきました。ご協力ありが

とうございました。今後も働き方について、一

緒に考えていきたいと思います。 

Ｑ リポーターとして今後伝えていきたいことを 

教えてください 

 

青木：受け止める側の考え方は益々多様化していく

と考えられますが、私たちリポーターの役割とし

て大切なのは、今までの活動を継続して、伝えて

いく事ではないでしょうか。  

服部：先人の残してくれた良き慣習は活かし、現代

に合った生き方を模索していくしかないでしょ 

うか。それでも、その場その場でおかしいことは

おかしいと言える事を伝えていきたいです。 

森：女性社会、男性社会と区別せず、「できること」

「わかること」の感覚を大事にしてほしいです

ね。 

植西：男女のそれぞれの長所を生かして社会で活躍

できることの素晴らしさが伝えられればよいと

思います。 

久田：家庭の中でも夫婦が共に考えていけるといい

ですね。 

西村：女性には勇気を出して第一歩を踏み出しチャ

レンジすること、男性には女性が働きやすい職場

を考え直すことを伝えたいです。それは女性のた

めだけでなく、男性のためにもなると思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の講座は、昨今ブームであります『整理収納法』

でした。 

最初『整理収納』がどうして男と女グッドパートナ

ーに繋がるのだろうかと思いましたが、講座を受けて

みて徐々に理解できました。簡単に内容をお伝えしま

す。 

 

①「整理のチカラ」は時間・お金・心・防災…将来

を豊かに変えるスタート。 

②自分の整理収納のタイプチェック…スッキリき

ちんとタイプ、捨てるのが苦手なタイプなど自分

のくせを知る。 

③「整理収納」でパートナーといい関係をつくるコ

ツ…どんな暮らし方をしたいか、互いの価値観を

尊重するなど。 

その他、講話だけでなく、ワーク（書類等のラベリ

ングで実技）を交えて、すぐ家に帰って取り掛かれ、

無理なく実践できる方法を教えていただきました。 

 「整理収納には、身の回りをきれいにするだけ

でなく、人との関係をつくっていく力があり、ず

っと続くと人生に大きな影響を与える。」という先

生の言葉が印象的でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたも男女共同参画リポーターになってみませんか？ 

「パートナーと“モノ”と自分のいい関係 ～家も心もスッキリ整理収納法～ 」 

講師 香田 雅子さん（整理収納アドバイザー） 

日時 平成 2７年９月 2７日（日）午前９時 30分～ 場所 サンライフ甲西 

女
ひと

と男
ひ と

グッドパートナーいきいき講座 

男女共同参画リポーターの任期は２年。市内に在住か在勤されている 20歳以上の人なら、どなたでも参

加できます。これからのライフスタイルについて一緒に考え、発信していきましょう。 

広報「こなん」4 月号や市のホームページなどでお知らせします。ご応募お待ちしています！ 

 

深く知るチャンスだと気付きました。 

パートナーと一緒にするのは、自分 

整理することは 

お話を聴きながら 

～受講者アンケートから～ 

受講されたご夫婦や親子、主婦の方等参加者のアン

ケートを紹介します。 

ワークショップで 

具体的な整理の仕方

がよくわかりました。 

 

たちの暮らし方を見直し、パートナーを 

相手の価値観･思い出の 

尊重・共感につながる 

「家でこんなふうに 

できたら…」と色々考え 

ることができました。 

とわかりました。 

服部 照代 


